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平成 18年度 情報数学基礎 (浜口担当分)中間試験 問題

[1l η個の頂点からなるグラフで頂点 Pか ら頂点 Q≠ P)に到達可能であるとき、Pか ら

のへの長さη-1以下の単純な経路が存在することを示せ。

121高さん(≧ 0)の完全 2分木とは,2分本のうち,葉の節点 (外部節点)の深さがすべてん

であり,ん 未満の深さの葉はもたないような木のことである。

(1)高さがんの完全 2分本の頂点数は,合計 2ん
+1_1でぁることを数学的帰納法を用いて

示せ.

(2)高さんの完全 2分木について,無向辺を2本の有向辺とみなして接続行列 4を作る.

C=Σ担1″ (た =1,2,… )と定める。行ラ
リえるか。 ありえるとしたら,た

fキス鶴
[3]無向グラフG=(ス E)に対して,次のよう
を考える。

yT={υ ele c E}

ET={(υ
`:υ
ノ)lc,ど ∈Eが共通の頂点を含む (=隣峠 している))

たとえば,y={υ l,υ 2,υ3},E={(υ l,υ 2),(υ 2,υ3),(υ3,υ l)}であれば,cl=(υ l,υ2),C2=

(υ2)υ 3),C3=(υ 3,υ l)と して,yT=fυel,υa2,υε3}'ET={(υθl,υ e2)'(υa2'υ03)'(υθ3'υ al)}
となる。
このとき,頂点数が 4の (輪なしの)完全グラフ (ただし無ログラフ)θ

′に対して同じ操

作を行うと,得られる C″ はどのようなグラフになるか, 図示せよ。

[41平面上に,ま ず三角形の領域ができるように3本の直線をおく(図 1).直線を 1本ずつ

加えてη(>3)本にしたとき,任意の電について,す くなくとも1つは三角形の領域が含

まれることを示せ。

図 1:3本の直線で構成される三角形の領域       .

※注意 :こ こでいう接続行列では,づ 行日に対応する頂点υと′列目に対応する頂点しとの間にた

本の有向辺があるとき,そ のときに限り要素 αガはたとなる。
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